
婦 人 科

プ ロ セ ス ･ レ コ ー ド

発表者　木村文代

婦 人 科 一 同

Ⅰ 動 機

我国の看護分野において患者の心理把迄や精神看護の重要性が叫ばれるように々って久 しく

在るが.私達は今まで患者の身体面の看護にのみ隈が奪われ､点者と心の通 う会話を交わす事

はおろか､たとえ会話をもっても､その言葉がどの韻丘気持から出たものかと考えてみる事を

せず.看護者の一方的丘眼で患者を観察 していた事が多かった様に思う｡そして心理把超の必

要性を認めてい丘がらもそれに対 して充分丘努力が丘されてい丘かったし又.理論をふまえた

看護や指導が丘されてい丘かったと言っても過言では丘ho

この度二産生の臨床実習においてプロセスレコードを取 り上げるにあたb路床指導者たるべ

き看護婦が勉強不足で指導に丘ら丘いばかりか反対に学生に教わるよう丘事態が生じては暗点
いという事で,又､日頃私達が行っている看護を省みるにも良い機会にたるのでは丘いかと考

えたOちようど子宮頚宿で同時に入院 し手術に丘る二名の虐者があったのでケースによ_b心理

状態の比軟 も意義ある事で比 丘いかという考えのもとにこれを取 り上げ安任番がまとめた看護

日誌を中心に学生と共にプロセスレコードにとりかかったものである｡

2.患 者 称 介

〔Aさん 〕
42才女性O子宮頚痛皿皮｡本人は会社員で子供2人 (17才8.15才?)と85才の母

親と4人家族である｡天は40才であるが､7年前に別居 してかD､その後交流は丘いとのこ

と｡妊喉分娩歴は2人の子供を正常分娩 してから以後5～6回妊唄 したが､経済的理由にて､

いずれも人=妊娠中絶をしている｡既往上達は40才の時に2ケ月間心頗病で通院治旗 している

他は特vc丘し.現病歴 としてはS47年 9月に放田市の集団検診て㌣講を疑われたが､自覚症状

は特に丘く､堅い原宿があげればあげられる程度であった｡患者は癌の疑いが奉ると言われ知

っているが､話されてか ら食欲が丘く丘わ.噂 不々眠に丘ったと言 っている｡性格はおと丘し

い人で､いつも引込み思案､自ら話かけることが少丘V'.こちらの問にも′J､さい声で表情少丘

げに答えるのみで､何か淋 しさのある陰気丘感 じがした.しかし半分冗談のように､別居 して

いる天のことを､,･役に立た丘いから追い出してしまったのよ〃等と言 うところをみると､か

丘bしんの強い人間であるとも伺われるO

〔ちさん 〕
51才女性O子宮頚癌Ⅱ皮｡本人は主婦で子供 1人 (5才8)､会社員の夫 (40才)と
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54才の母親の4人家族であるo又､患者は1人娘のため養子と少であることも付け加えてお

く｡妊娠分娩歴は28才の時､前置胎盤のため亭王切開分娩をしているo既往歴としては2才

の時ジフテ1)7把握患している他は特vr_丘し｡現病歴は847年4月､飯田市の集団検診で癌

を疑われたが､自覚症状は特VC丘し｡患者は癌であると知っており､最初は大き丘打撃をうけ

たが､今は落ち着いてさてか_b､完全に治るまで医師にせかせるつも.bだと言っているo性格

は明るくほがらかで､自分の言いたレゝ事思っている事はどんどん口に出してしゃべれ 特に手

術直後の患者の言葉はテープレコーダーにでもとってかきたい位だったo又時qcみせる､ぞん

ざい丘口調や素遠別は患者のあっさDとした性格を表わしているが､手術前の捧重を気にする

あたりでは､神経質丘一面ものぞかせてV,る0

5. プロセスのおおまか丘説明 (図を参照のこと)

◎広汎性子宮全摘術を受ける患者の一般経過

① 患者は定められた入院時諸検査をうけその上で検討書九､手術適応か否かが決定されるO

② 最良の状態で手術に臨むことができる様.不安心配を少しでも馨滅するために､手術オ

7)エyテーション丘どによ9援助するO

③ 手術当日吐尿管カテーテル.留置カテーテルが挿入される｡

④ 約2週間で尿管カテーテルが抜去された後.5日日には留置カテーテルも取b除かれる｡

⑤ その後､自尿測定､定時導尿による残尿測定が行丘われる.

⑥ 残尿が少丘く丘れば定時導尿も中止と丘9退院諸検査に入る｡そして良ければ退院に丘
るが､不良丘例では術後照射及び化学療法を必要とする:易合もある｡

◎2つの症例の比叡
同じ日VC入院したAさんとBさんは,入院諸検査はほとんど一諸､手術はAさんの方が一

週間早いが.カテ抜去後はBさんの方がnA調で､残尿測定中止までには､ほほ2人の足並が

そろってきておD. Bさんは56日日:e退院､Aさんはそれよ92週間程遅れて退院と丘っ

た｡〔○印内の数字は上記施行された日数を指しますO(入院日を1日日と数える｡)〕



4.プロセス ･レコー ド(抄 )

< Aさん>

時 意 図 看護者の言動 意者の反応及び言動 解 釈

50/1 口数が少丘 ｢気分はいかがですか ?o｣ ｢変 りあbせせん｣ 聞かれた事

入醍し 丘レヽのでこちらか ら引 ｢夕べは良 く眠れま したか7d ｢レ､V,えd しか答え丘レヽ

て翌日 き出すように話を持 つ ｢どうしてでしょうわd ｢さ軸 0あぜbしゃべ りたがらの検 てレ,1こうo ｢病院に慣れ丘いせいで 黙 っているo

忠時 しようか才由 話に乗 って

｢隣のベットがあいているか ら､話 し相手がい々くて寂 しくあrhせせんか｣ ｢ええ､まあ｣小声で言葉少丘げに話す 来 丘ho

1/ 受持医 と恩 受取医が声をかける ｢2人ですo上の子は 今までは静Ⅱ 者 とのコミ Dr｢Aさんは子供何人 17才.下の子は15才

ⅠP ユニ ケー ジヨンを見てV,て何かつ いるんだい｣ です｣ かで気の弱そう丘性質しかみえ丘Dr｢母ち ゃんが居 々く ｢ええ､子供には働いて

蒐 かもうo 丘るけど､しっかり勉 もらわ丘いと やつてh かつたが､

行 強するんだよと 言 つ け丘いから､定時制に行 意外にも女

･時 て来たかね｣ かせましたo｣ 宇一つで子を育て強 く
Dr｢父ち ゃんは居 丘か ｢必要丘いから追い出し

つたね｣ て しまったのO｣ 生きている一面をのぞくことができたo

｢今の女の人は強いねえj 笑 っているo

レ丑 廻詮の事で 入院が同 じ日の他の患者 ｢気が小さくて私達は｣ Cさんの宇

紘 何か話 して と立ち話をしているので と胸を丘でおろしている~O 術決定 など

近壬分 Vlるのだろ 端に行 ってみるo ｢手術が決つたのね Cさ と､いよい

i後 _うと予想 し んはo私はどう丘るのか よ具体化 し

て しらo これだけで帰れるのかしら○｣ できた治療内容に対 して不安がつのるo
｢これからが本番に丘るのですよ｣

;レ屯 ｢手術QC決 って少し落ち ｢もうこわくてこわくて
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時意 図 看護 者 の 一言 .動 患者の反応及び言動 解 釈

決定した盟日 ｢手術に決つてから食欲は丘く丘るし夜 も胃民れ古いことがあるんです品｣ 心配 してもは手芸のま.Dが枕元に転が ｢ええ 気ばらしにね.

準夜 つているのを見て 看護婦さんが､ ,rAさん じまら丘レヽと｢手芸を始めましたねo｣ んは何 もし丘Vlでいるか 知 っているが

Uこ ら不安に丘るoだから他の _気ばらしの苧

て の人みたいに､編物でも何でも良いからやってみたら7〃と勧めるので始めたんですよo｣ 芸をし丘がらも不安の色を隠せ長い.

患者に ｢そうですねoもう手術 ｢心配だわo｣

同意 して が決まったのだし ま丘板のコイでじたばたしてもはじ7fら長いんですからね.-.｣ と急に顔をくもらせる○

励まそ うと ｢手術するためにもV'でになったのでLlう 頑張 ら丘くちやあ｣

144辛棉 不審に そわそわ して落ち着かず ｢そう丘んですo落ち着 吐 き出すよう

思って 部屋の入口を行った 少来 か丘くて､明日の手術が に不安を訴え

た9している患者を見て 心配で-.-.o｣■ ている○_

｢Aさん､どうしたの｣ ｢大丈夫かしらo｣と口 他人が何を

｢あしたの手術が心配丘 早に話す 言おうとこれ

前日 のか丘 70｣ を克服できるものではなV,励ま ｢そうねo心配でしょう ｢はい か話は良く開きねo ましたが､一時は決心 し

そうと もう手術のお話は開いた た し､よく判 ってVlるん

でしょうり ですけれど日カー迫ってきたら何 と丘~く落ち着か丘くたってo｣

点者の縮つ ｢そうでしょうねOでも ｢ほん とですねo自分で 場合vcよって

指摘 しようo くよしてもむしろ空まわ と初めて笑顔をみせるo 忠告を与えね
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時 意 図 看 護者 の言動 患者の反応及び言動 解 釈

るべき事は何か知 らせようo スには丘ら丘いでしょうoそれよ9栄養をとる番､適当丘運動をし体力を少しでも作ら丘いとo｣｢今日は気持を落 ちつか そこへ昼食が配膳される.

せ余裕のあるところをみ ｢沢山食べて散歩 します

4. プロセス ･レコード

症 例① :Aさん

O 静かで口数の少丘い点者であるので･ こちらから点者の言葉を引き出すようvc話をもって

いかねば々ら丘い｡

N ｢夕べは良く眠え浸したかり

Kr｢レ､いえ｡｣
Ⅳ ｢どうしてでしょうね｡｣

Kr｢さあ.｣
N ｢病院に慣れ々いせいでしょうかねo｣

Et黙っている｡

N ｢隣のベットが空V,ているから話 し相手がい長くて淋 しくありませんか｡7｣

Kr｢ええまあo｣ 等のように問われた事 しか答え丘hL､あせりしゃべりたがらず､話
に少 しも乗ってこ長い0

0 2月1日術前検査の1つ=Pを施行 している時･受持医とこん丘会話をしてV,る.

Dr｢Aさんは子供何人居るんだh?｣
Kr｢2人ですO上の子は 17才､下の子は15才ですo｣
I)r｢母ち ゃんが居丘く丘るけど･しっかb勉強するんだよと言ってきたかね.｣
Kr｢ええo子供には働いてもらわ丘いとやってゆけ丘hから･定時制Ue行かせました｡｣
Dr｢父ちゃんはい丘かったねえ｡｣
Kr｢必要丘V,から追い出してしまったのO｣

と話し･ ｢今の女の人は強いねえo｣と驚 く医師 と共に笑っている｡今までは静かで気の弱

そう丘性質 しかみえ丘かったが･意外にも女手- で子を育て強く生きている一面をのぞく

ことが出来た｡

o 初めての総回診があった日の夕方､入院が同じ日の他の患者等 (BとC)と廊下で立ち話

をして.jlるo｢気が小さくて私達は･･････｣と胸を丘でおろしているo｢手術が決ったのね
Cさんはo私はどう丘るのかしらo これだけで帰れるのかしらO｣といよいよ具体化 してきた
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治療内容に対 して不安がつのっでくる. Nは ｢これか らが本番に丘るんですよ !Jと放等 に
言レ､閃かせているo

o 手術日が決定 した翌日.Nは ｢手術に決って少 し落ち着いたんじゃ丘い?｣と問うている
が､ Et は ｢もうこわくてこわくて､大きい手術だと言われたから.｣ ｢手術に決ってから

食欲は丘く丘るし.夜も眠れ丘いことがあるんですよ｡｣ と訴えている.この頃から手芸丘

どを少しやっている.

N ｢手芸を始めましたねoJ

Er｢ええ 気ばらしにね.看護婦さんが.,,Aさんは何もし丘hでいるから不安vc丘る.
だから他の人みたいに編物でも何でもよいからやってみたら?〃とすすめるので始めた

んですよ.｣NはEr に同意して ｢そうですねOもう手術が決まったのだし.せ丘板の

コイでじたばたしてもはじまら丘いですか らねえO｣ と話すと.Er は ｢心配だわo｣と

急に顔を曇らせる. Nは ｢手術するために入院 したのだから頑張 ら丘くちゃあo｣と励ま

してやるが,気ばらしの手芸をし丘がらもやは_b不安の色を隠せ丘いている.

o 手術のオ1)エソテーショyは通常手術の｢週間前に行っているが､どうしたことかこのEr

にはおちてしまい.手術2日前にすることVC丘ってしせったo Erは他の手術経験者から色々

丘内容を開いてVlたためか.割りと落ちついていたo

o 手術前日の午前中､Krは部屋の入口を行ったb来た りしてそわそわしていた｡ Nが ｢Aさ

んどうしたのoJ｢あしたの手術が心配 丘のか丘o｣と問V,かけると､ Er は ｢そうをんです｡
落ち着か丘くて､大丈夫かしら･･･-･･｡｣ と 口早にこらえ切れ丘かった気持を-べんに発

散させたかのように答えるoEtの不安と恐怖.緊張状態に対して､他人が何を言おうと克

服できるものでは々い｡社会役帰されてこそ初めて除去されると信 じるが､今は明日の手術

を控えたKzm気持を少しでも解きほぐすよう努力し長ければ丘ら長いo

N ｢もう手術のお話は開いたでしょう.｣

Kr｢はい､お話はよく開きましたが､一時は決心したし自分自身は良く判っているんです
けど日が迫ってきたら､丘んと丘く落ち着か丘く丘ってo｣ と訴えるO

そこでNは ｢そうでLItうねOでも考えてみて,雪女がくよくよしていてもむしろ空廻bし

ているだけよoプラスには丘ら丘いでしょうOそれよb栄養をとる事､適当丘運動をし､体

力を少 しでも作らないと｡｣とTJの今出来る事をあげ説得しているO& はう丘づき丘がら

｢ほんとですね｡自分が出来るのはそれぐらいね｡｣と初めて笑顔をみせたoNはさらに ｢気

持を落ちつかせ､余裕のあるところをみせてね.｣と冗談まじ少にErを励ますo Erはようや

く､元気に食卓に向かい ｢たくさん食べて散歩 します よO｣ と言っているo果 して不安.忠

怖が解消されたのか心もと丘いが.とかくNはこのよう丘場合説得忠告めいた言葉を数限 9

丘く並べ勝ちであると言われるが.確かにあb勝ちであるOけれどもしかた丘し.このよう

丘態慶vC出丘ければ丘ら丘いケースにぶっかる事が多い.その日の午后に丘ると､ ｢今まで

どうしてあん丘に心配ばか りしていたのか しら････.･O｣と人が変わったみたいに落ちついて

-59-



t

レヽた｡

o 手術直後は静かで.塔痛の訴えもあまり丘かった｡翌日 ｢傷の痛みはいかがですか｡｣と声

をかけると､Xrは rj南V}です.｣と一言答えるも､せいせいした様子であった｡｢明日に丘
ればずっと楽に点 りますよ.｣ と励ますと｢ほんとうO｣という顔をしてからに っ こり笑 う｡

術前と比較 して晴れやか丘感 じや笑いが出てくるように丘った.

o 術後経過は良く､11日目で尿管カテ抜去する｡やは りこれが一番の心待ちであり､ ｢今

日中には抜けます｡｣と話されても､ i&は ｢レ､つ抜いて貸えますか7｣と尋ね､一刻でも 早
く抜去 して欲 しいという気持を強く表わしている.10日以上も仰臥位のベット上安静にせ

ねば丘ら丘いという束縛にKrは耐えてきたのであるから､その気持は当然の事であろうo

o 塀既留置抜去 して定時導尿に入ってからKrはまずまずの経過であったが､付添がErの動

く所全てぴったりついてやってV}るのをNがみつけて ｢もう一人で何 もかもやるようにしそ

ければいけませんね｡付添さんもあせり手を出さ丘いでね｡ ,,はい残尿の時間だから行って

らっしゃい｡ bと言ってやらせ丘くちやあだめよ.それに少し運動 もし長いといけ丘いね｡J

と自立することの大切さを話 しているO付添いに頼 り切っているErvcとって通切々アドノミイ

スであったようだ｡

O その後､粗放検査の結果 も良好で退院許可てるも､携耽炎丘どを併発して､内服治療 し､

ようや く4月 10日退院となったo

症 例 ② :Bさん

< B さ ん>

時 意 図 看護者の言動 患者の反応及び言動 解 釈

5/且 モーニングケ7-のため ｢Ⅳ先生はきのう何て言 何 もし長い

紘廻･詮の盟 ベ ットに近づくと つていました7レ､つ帰れそうですか 70｣. で婦bたいという威望カが､心の底Vこ意外Uc思つ ｢ええ 77何を言ってい ｢もしかしたら何 もし丘

日 て るのo｣ わで帰れるかと開きましたよ｣ あったようだo

9/也体重 ｢お丘かの質肉■はどのようにしたらとれるかしらN先生はあま9太ってお た とえ冗談で気嚢に言った言葉で

が 丘かに肉がつけば手術や も患者にと

2kg つてくれ丘いって つては半ば

痩 言っていたから食べ丘い 真実 として

す でおこうo｣ 受け取 られ易ho
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時 意 甲 看 護 者 の 言 動 患者の反応及び言劫 .解 釈

医師の言葉 ｢そん丘急に太る訳でも その後も肥満 したこと.杏

は決 して誤 丘いから大丈夫よOちや 菅にして何人かの看護婦

Dでは丘い んと食べて体力をつけて に同 じよう丘ことを訴え

がこ こでは冗談であることを伝えようとo おく事の方が大事だからねo先生は冗談を言つたのよo｣ てレヽたo

1秒血準 検温に行 くと ため息をついているO 手術を待つ不安 と同室
｢手術のことで待 ちくた ｢レ1んねえo｣と答えて .

衣 ぴれたのね｣ 皆を笑わせるo｢だけどいや丘気分だね待ってV,るのはo｣｢みん丘退院 し丘いで待つてでよo 者の退院間近に対する羨望 とが入b混 じった複雑丘感情

224 術前処置の 尿管 カテ挿入及びRP時 ｢レ､やだ丘あり 文句を言 つ

辛 苦痛を少 し 尿管-細い管を入れます たb不平そ

宿当 話 してかこ が/少し痛いけど我慢 して ｢痛いことをするね. うに語るこ

日 ラ 下さい｣ 手術が終 ったらうんと とにエb宇

前処 ｢これだけ我慢 してもら 騒いでやるからo｣ 術前の緊張

置 えばあと手術の方は知 ら した不安を

時 ぬ内終 ってしまいますからo｣ 紛わ したtJ1ようだ○

224 前麻酔の注射をするo 少したってから｢注射をしたのたちつとも効か丘いよ｣

254 モーニングケア一に行 く ｢痛 くて我慢でき丘ho 我慢すべ き

術 点塙 も反対の手に して 事は知 って
級 欲 しho痛いよー苦 し いるが自分

日日 い.〝｣ 自身で思 うように丘ら丘レ叫土がゆきを､ このよう丘言菜で表現 してlハるO
別の看義婦が筋注に行 く ｢ああん又oほんとうにゃん丘つちゃうねo皆 して私をい じめるんだか らo元気に丘つたらけつとばしてやるか ら り
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1 1

時 意 図 看 護 者 の 言 動 患者の反応及び言動 解 決

㌔力 ｢早 く抜け丘V}か丘あ｣と朝から粂 しみにしているo 患者にとつては心待ちのカテ抜去であるから､-担期日を決めたらそのように実t 行すべきだったo暖味丘もの

｢Bさん､今日は日曜E] ｢私､気分悪いわ 先生

チ で先生の勤務が午前中ま は今日抜 くつて約束した

抜去直節 でて明日に延ば しますつてことですけど いいですか?｣ のVCo｣と不満を見せるo
｢今日は手術から10日 ｢最高の楽 しみだつたの

めで日も浅いことだし先 vccJ 丘ら言わ卑

生の都合 もわかってあげ長くてはo｣ と ふくれた顔をした い方がエVi.

㌔定 留置カテが抜去されて初めての歩行をしていると 頑張ろうとV,う意欲の通 り行動のはめよう ｢背中が鉄の棒のように ｢そうだよ!と威張った

時導戻 せつすぐだわね｣ ように答えるo 実際も成績がよく自らに溝足 して
その後定時導尿のため-

Vこ入 人で処置室に訪れる｢私､鼻高くして来たのエ｣と自信満々の表情 レゝるo
さらに励Ti 残尿55ccであったo

る し希望をもたせよう ｢｢まあ本当に頑張ったわねO この調子でV,けば導尿も早 く終bますよO｣

o 穏健的で明るいErであるから.入院生活にもす ぐ慣れたようで､入院しての翌々日には朝

の挨拶 もこちらから声をかけぬ内に ｢おはようございます.｣と先に言い同室のEt とも丘と
やかに話を している.

o 総回診を受けた翌日にはやはり気vc丘ってか ｢N先生はきのう何ていっていました7｣と

尋ねているo入院後初めての総回診で倶体的丘治療が決定されるのであるが. ｢いっ帰れそ

うですか7｣ という間にNは ｢何を言っているの｡｣と答え少々とTiどいを覚えた.これ娃Er

が半ば冗談で言 ったものかも知れないが.〃何もし丘V,で帰 りたい. 〟とt.1う願望 _ 病い

を治 したいという事とは相反する - を少丘くとも抱いていたように思 う.

o A亨ん と比べてBさんは手術に丘るTiで少し期間があったが､その間体重が2kg増した.

これを気に して ｢お丘かの賀肉はどのようにしたらとれるかしらo｣と話 しかけ､さらに｢N
先生が､あせ り太ってお丘かVC肉がつけば手術やってくれ々いって言ってたから食べ丘んで
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おこう｡｣と言うo Nは ｢そん丘急に太る訳でもないから大丈夫よOちゃんと食べて体力をつ.

けておくことの方が大事だからねO｣と話し適度丘運動とバランスのとれた食事摂取について

説明し､ 政 の言葉をあせり気にせぬよう言っている｡が､しかしたとえ冗談で気軽に言っ

た言葉でもEr にとっては半ば真実として受けとられ易 く､〃手術をやってくれ丘い〃とVl

う事は即ち〃病気が治ら丘い｡〃事をさし､不安に思い他のNにも何回も同様な事を訴えて

いたo

o 手術の5日前の準夜で検温に行 くと､ため息をついている｡ Nが ｢手術の事で待ちくたび

れたのね｡｣と言 うと｢いんねえ｡｣と答えるも､ ｢だけどいや丘気分だねO待 っているのはO｣

と漏 らし､同室の退院間近のEr等に ｢皆丘退院し丘hで待っててエーQFと訴えているO

あせbとhうものはみられ丘かったが､手術を待つ不安 と退院予定のEr に対する羨望とが

入り混 じった複雑丘感情がでていた. しか しあくまでKrは明るく､他人を笑わせた りして

振る舞っていたo

o 手術前日は割合落ちついていて ｢着物の準備をしますから用意しておいて下さいねO｣とい

うNの言葉vL｢はいo I)言んの時一緒にみていて自分で揃えてみましたけれど､もう一皮み

て下さho｣と答えているO既に自分で準備をしている積極的丘行動がみられたo

o 手術当日の前処置では少し苦痛が併 う｡尿管カテ挿入ではNは ｢尿管-細い管を入れます

が.少し痛いけど我擬して下さい.｣｢これだけ我慢してもらえば､あと手術の方は知らぬ内

に終 ってしまいますからO｣と説明している.｢馳 はやだ丘あ !Jとはっきり表わし､ ｢痛
い事をするねO手術が終ったらうんと巌いてやるから｡｣｢注射したのにちっとも効か丘いも｣

と文句不平を丘らべて､手術直前の緊張 した不安を紛らわしていたようだo

o 手術後 1日目では苦痛をあからさせに訴えていたO｢痛 くて我喝でき丘ho点滴も反対の
手vrしてほしい｡痛いエ ー ｡著 しい !J｢ああん又､ほんとにゃん丘っちゃうねOみん々

して私をいじめるんだからO元気に丘ったら.けっとばしてやるから!J丘どのように我慢
すべき事は知っているが､自身で思うようになら丘hqiがゆさを表現 していたo

o 術後1週間､相変わらず仰臥位の安静を保っているが.そろそろ周囲に眼がゆく頃であっ

た.準夜で血圧測定に行 くと､Krは ｢明日F言んの手術があるんでしょう?｣と言 う｡ N
は ｢あら良く知っているのね.｣と答えている.& 自身は動けJrくとも､付添丘どから､他の

Kr の情報はいくらでも入ってくるという事を改めて理解したo

o 術後しばらくは抗生物質の筋注が行丘われるが､ ｢この注射いつまで続 くの｡｣と痛いか ら

できればやりたく長いという気持でEr は問 うているOそこでNは 〃どうしてやらねば丘ら

長いか〃判 り易く説明しており､Krは ｢胃が悪くなったのでは困るよね.これからどんどん

食べをくてはいけないんだものね｡｣と納得し､自分に言いきかせて､あくまで前向きの姿勢

がみられた｡

o 術後10日目に入 り､いよいよ尿管カテが抜去される事と丘った. ｢早 く抜け左いかa･あ｣

と朝から楽しみにしていたErにNが｢Bさん､今日は日曜日で先生の勤務が午前中まで丘の
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で､明日に延ば しますってことですけどいいですかo｣と伝える.さらに ｢10■日日で日も拭

いことだし､先生の都合 もわかってあげ丘くてはO｣と納得させ ようとしたが､Xrは ｢私気分

悪V,わO先生は今日抜 くって約束 したのに｡最高の禁 しみたったのに｡｣とふ くれたOその日

の夕刻 もう一人の受持 加 がみえたので. Nは 25.の不気嫌を報告すると ｢では抜去する.｣

との指示てる｡Krにとっては心待ちのカテ抜去であるから.-担期日を決めた ら､そのよう

にすべきであった｡そ して暖味丘もの々らEr に話すべきでは丘かった｡

o 防耽留置が抜去されて.初めての歩行をしているEr をみてNが ｢背中が鉄の樺 のように

まっす ぐだわね｡｣と篤 くoKrは ｢そ うだよ.｣と威張 ったよう亡で答える｡その後の定時導尿で

も ｢私､鼻高 くしてきたのよ !J と自信満々の表情で 1人で処置室町訪れる｡導尿施行 して

残尿55ccであった. Nけ ｢まあ､頑張 ったわね｡｣とはめ ｢この調子で行けば､導尿も早 く

終 りますよ｡｣と希望をもたせているofh-は頑張ろうとい う意欲の通 わ､行動の実際 も成績が

よく.自らに満足 していたo

o その後､紐級検査の結果 も良好で.退院諾険査を済ませ､5月25日元気に退院と丘った0

5.評 価 考 察

日常あ-重り気にもとめない事柄にも耳を傾け今､そのKr は何に苦 しみ､何に魁んでV,るの

か.曲が り反りにも理解 しようと務めたこのプロセスレコードは､私達にとって,Krの心理を

学ぶ良い機会 と丘ったO

今回は2例をと_b組んだが､たまたま性格が対称的丘Frであり､同 じ方法で笠 して も､その

返答が全 く異 っていたれ あるいは頬似 していた.bとそこにはあたかも法則性が兄い出せ丘い

かのように思えたOがここでは､法則を引き出すとい う事 より.その場その場で真剣に対処す

るという心構えが よ_b大切であることを知ったO多 くの症例を経験すればさらにおもしろいも

のに丘るのであろうO

記母の方法では.統一性が丘く､検討する必要があったようだ.王むはその時 これこれこのよ

うであった と記 してあるが､実際の生の会話や行動 丘どが明筒に表わされてい丘いと後に分析

することがむずか しくなる○

プロセスの内容で気づいたことは､& とNだけでは決 っして事は運ば丘いとい う事だ｡

当然他の医療関係者.その内でも加 の存在が大 きくしめる訳である｡よってI)rとNとのコミ

ュニケーションもプロセスの中にある程度明記すべきであったかも知れ丘ho

最後に&が困勲に打ち勝って自ら疾病を治そ うとしている姿に私達看護者は敬意の心を持ち.

扶助するために｢層励ま丘ければ丘ら丘いと思 う｡
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